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はじめに 

 東京１２チャンネル（現・テレビ東京）にて「なつかしの歌声」、日本テレビ系列にて「帰っ

てきた歌謡曲」といったなつメロ番組がテレビで毎週放送されていた昭和４０年代当時、

ラジオでも「なつメロ大行進」（ニッポン放送）、「芥川隆行の歌謡日本史」（文化放送）、「わ

が青春の歌」（ラジオ関東（現・アール・エフ・ラジオ日本））などのなつメロ番組が放送

されていた。 

 

 その中でもコアななつメロファンに愛好されていたラジオ番組が「この歌あの人」であ

る。全国のコアななつメロファンが集う「なつメロ愛好会」の会報に、司会を務めていた

宇井昇が番組のことを複数回寄稿している他、聴取者からの感想も寄せられていた。ゲス

トに毎回様々な関係者を呼んで話を聞きながらオリジナルのＳＰレコードを流すという番

組のスタイルが共感を呼んだからであろう。 

 

 同番組となつメロ愛好会との関係性は深く、宇井昇が会報に寄稿していたという事実の

他にも、会長の福田俊二がゲスト出演（第６９回～７０回、第１２８回～１２９回、第   

１７９回）したり、番組の中で全国大会の開催が宣伝（第３５６回）されたこともあった。

筆者自身なつメロ愛好会に所属しているが、同番組を聴取していた時の思い出を懐かしく

聞かせてくれた会員の方も複数いらっしゃった。 

 

 また、「戦後の“なつメロ・ブーム”の引き金役」「“なつメロ”番組の第一号」と紹介さ

れることもあった。番組終了５か月後の昭和５２年９月３日付読売新聞朝刊の都民版にレ

コード誕生１００年にちなんだ記事が掲載されているが、以下のように紹介されている。 

 

   戦後の“なつメロ・ブーム”の引き金役となったのは、ラジオ関東が、さる四十三

年十月から放送を始めた三十分番組「この歌あの人」（週一回）。テレビの全盛時代に

入り、斜陽化巻き返しのため、ヤング志向に走っていたラジオ界の中で、この番組だ

けは中年以上の聴取者をねらった。昭和十年代の流行歌を、ＬＰではなく、七十八回

転のＳＰ盤で流し、曲の合間に、スタジオに読んだ作詞家や作曲家に、曲が生まれる

までの裏話や、当時の世相を語ってもらう趣向だったが、この企画は大ヒット、毎週

百通を超えるファンレターがくるほどの人気を呼び、七年間（筆者注：実際は九年間）

続いた。 

 

 同じく昭和５２年１０月２２日付読売新聞朝刊の都民版においても、宇井昇のことが以

下のように紹介されている。 

 

   宇井さんは、“なつメロ”番組の第一号として、ラジオ関東が、さる四十三年十月か

ら放送を開始した「この歌あの人」（週一回）の司会者。この番組をきっかけに、“な

つメロ・ブーム”が起き、全国各地に愛好会ができたが、（以下後略） 

 

 このように、昭和４０年代のなつメロブームの一翼を担ったと言える当番組の実態を記

録として残すことは、当該なつメロブームを考察する上で十分な意義があると思われる。 
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はじめに 

 調査方法は、主として放送期間中の各新聞のラジオ欄の記述を元にした。特に中部日本

放送のお膝元の中日新聞と、近畿放送（現・京都放送）のお膝元の京都新聞に放送内容が

数多く紹介されており、「３ 放送記録」の情報の９割以上が両紙面によるところとなった。 

 また、番組の企画構成を初回から最終回まで務めた木村孝雄が制作した『〘受難の世  

代〙に捧ぐる あゝ愛おしの青春歌 東海林太郎・上原敏 名作選』というＬＰに第   

２７４回までの放送リストが同封されており、こちらも大いに役立った。このＬＰについ

ては１３５～１３７ページで解説しているが、同封物が複雑なため、前もってここで紹介

しておきたい。 

 

 ①歌詞カード及び曲目解説（Ａ面（東海林太郎篇）とＢ面（上原敏篇）とで両面印刷） 

 ②当該ＬＰの予約申込書（関係者からの推薦文等も満載） 

 ③第２７４回までの放送リスト 

 ④『わが想い出と歌ごころを語る 不滅の名歌手 東海林太郎』カセットテープの頒布

予約案内（シンポ工業株式会社取締役社長の中溝二郎による「ごあいさつ」及び同社広

告宣伝課長の木村孝雄による「内容紹介」付き） 

 

以上４点が同封物であるが、以降本誌で上記の同封物に言及する際は、「木村孝雄自費制

作ＬＰ同封③」といった形で記述することとしたい。このＬＰ自体は筆者が以前ネットオー

クションで落札し所蔵しているが、同封物は①と②のみであった。これに対し、Ａ氏が所

有している同じＬＰには、①と②に加え③と④も同封されていたことから、本誌作成時に

大いに参照した。なお、③と④は一枚の紙に両面印刷されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木村孝雄自費制作ＬＰ同封③（Ａ氏所蔵） 
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